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1 はじめに
家電連携の制御内容が記載されたレシピに基づいて

機器連携を可能とする宅内用デバイス iHAC（intuitive
Home Appliance Control） Hub [2]が提案されている．
本稿では機器連携で必要となるレシピを作成するため

のモバイルアプリケーション iHAC Recipe Creatorを提
案する．

2 iHAC Hubの概要
これまでユーザが部屋名や機器の動作条件，動作内容

などの情報が記述された JSON（JavaScript Object Nota-
tion）形式のレシピを実行することにより，異種規格の
機器連携を可能とする iHACシステム [1]が提案されて
きた．iHAC Hubとは, iHACシステムを応用し,温度や
湿度などの環境情報に基づいた機器連携を実現する宅内

用デバイスである. 発生する事象, ルールの発火条件, 実
行される操作を ECAルールに基づいて記述したレシピ
を定義し,レシピを iHAC Hub内で解析する．レシピの
動作条件を満たした場合, 機器制御を行う通信処理部を
呼び出すことで環境情報に基づいた機器連携が可能にな

る. しかし，既存の iHAC Hubではあらかじめ作成され
たレシピを用いた機器連携のみ可能であり，レシピの作

成方法については検討されていない．

3 提案アプリケーション
3.1 構成

iHAC Recipe Creator はユーザがレシピ作成に必要な
情報をタッチ操作することでレシピを作成できるアプリ

ケーションである．図 1にアプリケーションの概要を示
す．iHAC Recipe Creatorは UI，レシピ作成 API，レシ
ピ送信 APIで構成されており，iHAC Hubはレシピ受信
API，既存機能であるレシピエンジンで構成されている．
UIはユーザのタッチ操作により，レシピ実行のきっかけ
となる種類を示すレシピタイプやレシピの動作条件，連
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図 1 提案アプリケーションの概要

{ "recipeType": 1,
"event": [
{ "number": 1,
"triggerDeviceId": 1 }

],
"condition": [
{ "number": 1,
"triggerDeviceStatus": "Power",
"triggerDeviceStatusValue": "On"}

],
"action": [
{ "controlDeviceId": 4,
"controlMethod": "ENL",
"controlDeviceStatus": "Power",
"controlDeviceStatusValue": "On"},

{ "controlDeviceId": 4,
"controlMethod": "ENL",
"controlDeviceStatus": "Color",
"controlDeviceStatusValue": "lampColor"}

]
}

図 2 ECAルールに基づいて記述したレシピの例

携する機器の動作内容などのレシピ作成に必要なレシピ

データを選択する．レシピ作成 API はレシピデータを
もとにレシピを作成する．レシピ送信 API は作成され
たレシピを iHAC Hub に送信する．レシピ受信 API は
iHAC Recipe Creatorからレシピを受信し，JSONファイ
ルとしてレシピを出力する．

家電の連携動作を記述したレシピは ECAルールに基
づいて記述し，JSON形式で作成する．ECAルールとは
アクティブデータベースにおいて自動的に実行する処理

を定義するために用いられるルールであり，ルール実行

のトリガとなる Event，ルール実行の条件 Condition，実
行される処理 Actionで構成される．例えば，「リビング
のエアコンの電源が ONになったとき，リビングの照明
の電源を ON にして光の色を電球色にする．」というレ
シピは図 2のように記述される.
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3.2 動作

3.2.1 iHAC Recipe Creator
レシピ作成およびレシピ送信の流れについて説明す

る．ユーザは iHAC Recipe Creatorを導入した操作端末
からタッチ操作により UIを操作し，レシピタイプや動
作のきっかけとなる機器名や機器の状態，連携する機器

名や動作内容などのレシピ作成に必要なレシピデータを

選択する．入力されたレシピデータをもとに，レシピ作

成 API ではレシピの動作条件となる要素と連携する機
器の制御内容となる要素にまとめたレシピ情報が作成さ

れる．最後に，レシピ情報を Event，Condition，Action
の要素ごとにまとめ，結合することでレシピが作成され

る．作成されたレシピはレシピ送信 APIを介して iHAC
Hubへ送信される．
3.2.2 iHAC Hub
レシピ受信およびレシピ実行の流れについて説明す

る．レシピ受信 APIによってレシピを受け取った iHAC
Hub は任意のパスに JSON 形式のファイルとしてレシ
ピを書き込む．そのとき，同時にレシピ名の一覧が記述

されたレシピリストに受信したレシピ名を書き込む．そ

して，レシピを解析するレシピエンジンがレシピリスト

を確認し，新たなレシピ名が追加されている場合，レシ

ピを読み込み，機器制御を行う．

4 実装と評価
4.1 実装

iHAC Recipe Creatorの UIの一部を図 3に示す．iOS
と Androidの両プラットフォームに対応したアプリケー
ションを作成するため，JavaScriptフレームワークであ
る Reactをモバイル対応させた React Nativeを用いて実
装を行なった．作成されたレシピを受けとるレシピ受

信 APIは Rasberry Pi3に JavaScriptを用いて実装した．
iHAC Recipe Creatorと iHAC Hub間の通信は SSL対応
が容易である点や iHAC Hub側から各部屋に設置されて
いる機器の情報を iHAC Recipe Creatorに送信できる拡
張性の高さを考慮して Socket.ioを用いて実装した．
4.2 評価

iHAC Recipe Creator のユーザビリティを評価するた
めに，ISO9241-11 [3]によるユーザビリティの定義に基
づいて評価を行なった．被験者は情報工学科の大学生

（以下 IT系とする）およびそれ以外の大学生（以下非 IT
系とする）各 10 名である．評価内容は「リビングのエ
アコンの電源が ONになったとき，リビングの照明の電
源を ONにして光の色を昼白色にする」というレシピの
作成を iHAC Recipe Creatorを用いて実施した．このと
きにおけるレシピの正答率を算出し，正しくレシピが作

図 3 提案アプリケーションの UI

表 1 従来手法と提案手法の平均レシピ作成時間

IT系 非 IT系
従来手法 [sec] 289.9 479.2
提案手法 [sec] 52.9 62.1

成できているか（有効性）について評価した．また，同

様のレシピを従来手法であるキーボードを用いた手入力

でのレシピ作成を被験者に対して実施した．この際，レ

シピを作成するまでの時間を提案手法と従来手法で比較

し，時間的効率性が測れているかを評価した．

IT系の正答率が 100%,非 IT系は 90%であることか
ら iHAC Recipe Creatorを用いたレシピ作成方法は有効
であると確認できた．表 1に従来手法と提案手法の平均
レシピ作成時間を示す．従来手法よりもレシピ作成時間

を IT 系は 81.8%，非 IT 系は 87.0% 削減することがで
き，時間的効率性の観点から提案手法が優れていること

を確認できた．

また，IT系と非 IT系を比較したとき，どちらの被験
者に対しても iHAC Recipe Creatorは有効性および時間
的効率性があることから，提案手法は IT スキルに関係
なく操作できることが確認できた．

5 まとめ
本稿では iHACシステムにおける機器連携レシピを作
成する iHAC Recipe Creator の設計と実装を行なった．
評価実験を行った結果，iHAC Recipe Creator を用いた
レシピ作成方法はユーザビリティーが高いことが確認で

きた．

参考文献

[1] 梅山　他：情報処理学会論文誌コンシューマ・デバ
イスシステム Vol. 6, No. 1, pp. 84–93, 2016.

[2] K. Hayashi and H. Suzuki, IEEE GCCE 2019, pp.806
－ 807，Oct 2019.

[3] ISO9241-11
https://www.sis.se/api/document/preview/611299/

Copyright     2020 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-182

情報処理学会第82回全国大会


